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   第 １ 章  総 則  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 別 に 定 め が あ る も の の ほ か 、 阪 南 水 道 事 業 （ 大 阪

広 域 水 道 企 業 団 水 道 企 業 条 例 （ 平 成 23年 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 条 例 第 ２

号 ）第 ３ 条 第 ２ 項 第 １ 号 イ に 定 め る 阪 南 水 道 事 業 を い う 。以 下 同 じ 。）

に 係 る 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 水 道 事 業 給 水 条 例 （ 平 成 29年 大 阪 広 域 水 道

企 業 団 条 例 第 ２ 号 。 以 下 「 条 例 」 と い う 。 ） の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項

を 定 め る も の と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 規 程 の 用 語 の 意 義 は 、 条 例 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  

（ 管 理 人 の 選 定 又 は 変 更 の 届 出 ）  

第 ３ 条  条 例 第 ６ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 管 理 人 の 選 定 を 求 め ら れ た と き

は、直 ちに次 に定 めるところにより企 業 長 に届 け出 なければならない。

条 例 第 ７ 条 第 ２ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 管 理 人 又 は そ の 住 所 に 変 更 が あ っ

た と き の 届 出 も 同 様 と す る 。  

  (1) 給 水 装 置 を 共 有 す る と き  所 有 者 の 連 署  

 (2) 共 用 給 水 装 置 を 使 用 す る と き  使 用 者 の 連 署  

（ 届 出 義 務 者 ）  

第 ４ 条  条 例 第 ７ 条 第 １ 項 各 号 及 び 第 ２ 項 各 号 に 該 当 す る と き の 届 出 義

務 者 は 、 次 の と お り と す る 。  

 (1) 給 水 を 受 け る こ と を 中 止 す る と き  使 用 者  

 (2) 給 水 装 置 を 廃 止 す る と き  所 有 者  

 (3) 給 水 装 置 の 用 途 を 変 更 す る と き  使 用 者  

 (4) 消 防 の 演 習 の た め 私 設 消 火 栓 を 使 用 す る と き  使 用 者  



 (5) 使 用 者 に 変 更 が あ っ た と き  使 用 者  

 (6) 所 有 者 に 変 更 が あ っ た と き  所 有 者  

 (7) 代 理 人 に 変 更 が あ っ た と き  所 有 者 又 は 代 理 人  

 (8) 管 理 人 に 変 更 が あ っ た と き  使 用 者 、 所 有 者 又 は 管 理 人  

 (9) 共 用 給 水 装 置 の 使 用 の 戸 数 又 は 箇 所 数 に 変 更 が あ っ た と き  使 用  

者  

 (10) 貯 水 槽 を設 けて２以 上 の独 立 した住 宅 等 の施 設 に給 水 する場 合 に 

おいて、給 水 装 置 を使 用 する戸 数 又 は箇 所 数 に変 更 があったとき 使  

用 者  

 (11) 消 防 のため私 設 消 火 栓 その他 の給 水 装 置 を使 用 したとき 使 用 者  

   第 ２ 章  給 水 装 置 工 事  

（ 給 水 装 置 工 事 の 申 込 み ）  

第 ５ 条  条 例 第 10条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 申 込 み を し よ う と す る 者 （ 以 下

「 工 事 申 込 者 」 と い う 。 ） は 、 所 定 の 事 項 を 記 載 し た 申 込 書 を 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。  

２  条 例 第 10条 第 １ 項 た だ し 書 の 企 業 長 が 定 め る 工 事 は 、 修 繕 又 は 撤 去

の 工 事 と す る 。  

３  条 例 第 10条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 第 １ 項 の 申 込 み の 際 、 次 の 各 号 の

い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 書 類 を 提 出 し な け れ ば

な ら な い 。  

 (1) 他 人 の 給 水 装 置 か ら 分 岐 し て 給 水 装 置 を 設 置 す る と き  所 有 者 の

同 意 書  

 (2) 他 人 の 所 有 地 を 通 過 し て 給 水 装 置 を 設 置 す る と き  土 地 所 有 者 の

同 意 書  

 (3) そ の 他 特 別 の 理 由 が あ る と き  利 害 関 係 人 の 同 意 書 又 は 工 事 申 込

者 の 誓 約 書  

４  前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 企 業 長 が 必 要 と 認 め る と き は 、 建 築 確

認 の通 知 書 の写 し又 は建 築 確 認 済 証 明 書 の提 出 を求 めることができる。 

５  工 事 申 込 者 は 、 給 水 装 置 工 事 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き

は 、 あ ら か じ め 企 業 長 と 協 議 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 貯 水 槽 水 道 を 設 置 す る 給 水 装 置 工 事  

(2) 口 径 50ミ リ メ ー ト ル 以 上 の 給 水 管 の 布 設 を 伴 う 給 水 装 置 工 事  

（ 給 水 装 置 工 事 の 施 行 ) 

第 ６ 条  条 例 第 11条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 設 置 し た 給 水 装 置 及 び そ の 管 理

に 関 し 、 利 害 関 係 人 そ の 他 の 者 か ら 異 議 が あ る と き は 、 工 事 申 込 者 の

責 任 と す る 。  

２  条 例 第 11条 第 ２ 項 た だ し 書 の 企 業 長 が 定 め る 工 事 は 、 修 繕 又 は 撤 去

の 工 事 と す る 。  

３  条 例 第 11条 第 ２ 項 第 ２ 号 の そ の 他 企 業 長 が 必 要 と 認 め る と き は 、 現

場 立 会 い 及 び 水 圧 検 査 を 行 う と き と す る 。  



（ 給 水 装 置 工 事 の 変 更 又 は 取 消 し ）  

第 ７ 条  工 事 申 込 者 は 、 給 水 装 置 工 事 の 変 更 又 は 取 消 し を し よ う と す る

と き は 、 直 ち に 企 業 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

２  工 事 申 込 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 給 水 装 置 工 事

を 取 り 消 し た も の と み な す 。  

(1) 手 数 料 を 納 期 限 ま で に 納 付 し な い と き 。  

(2) 給 水 装 置 工 事 の 承 認 を 受 け た 日 か ら 起 算 し て ６ 月 を 経 過 し て も 当

該 給 水 装 置 工 事 を 施 行 せ ず 、 か つ 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 を 行 わ な

い と き 。  

（ 給 水 装 置 の 構 造 及 び 材 質 ）  

第 ８ 条  給 水 装 置 は 、 給 水 管 、 分 水 栓 、 止 水 栓 、 給 水 栓 及 び メ ー タ ー 等

を も っ て 構 成 す る 。 た だ し 、 企 業 長 に お い て 必 要 が な い と 認 め る と き

は 、 そ の 一 部 を 設 け な い こ と が で き る 。  

２  給 水 装 置 工 事 は 、水 道 法 施 行 令（ 昭 和 32年 政 令 第 336号 。以 下「 政 令 」

と い う 。 ） 第 ５ 条 に 規 定 す る 基 準 に よ り 設 計 し 、 施 行 し な け れ ば な ら

な い 。  

３  企 業 長 は 、 条 例 第 11条 第 ２ 項 の 設 計 審 査 又 は 工 事 検 査 に お い て 、 指

定 給 水 装 置 工 事 事 業 者 に 対 し 、 当 該 設 計 審 査 又 は 工 事 検 査 に 係 る 給 水

装 置 工 事 で 使 用 さ れ る 材 料 が 政 令 第 ５ 条 に 規 定 す る 基 準 に 適 合 し て い

る こ と の 証 明 を 求 め る こ と が で き る 。  

４  企 業 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 求 め た 証 明 が 提 出 さ れ な い と き は 、 材

料 の 使 用 を 制 限 し 、 又 は 禁 止 す る こ と が あ る 。  

（ 受 水 槽 の 設 置 ）  

第 ９ 条  一 時 に 多 量 の 水 を 使 用 す る 箇 所 そ の 他 企 業 長 が 必 要 と 認 め る 箇

所 に は 、 受 水 槽 を 設 け な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 の 水 質 の 保 全 等 に

係 る 分 界 点 は 、 受 水 槽 の 入 水 口 と す る 。  

（ 給 水 管 及 び 給 水 用 具 の 指 定 ）  

第 10条  条 例 第 13条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ く 構 造 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に よ  

る も の と す る 。  

(1) 配 水 管 へ の 取 付 口 位 置 は 、 他 の 給 水 装 置 の 取 付 口 か ら 30セ ン チ メ

ー ト ル 以 上 離 れ て い る こ と 。  

(2) 配 水 管 へ の 取 付 口 に お け る 給 水 管 の 口 径 は 、 給 水 装 置 に よ る 水 の

使 用 量 に 対 し 、 著 し く 過 大 で な い こ と 。  

(3) 配 水 管 の 水 圧 に 影 響 を 及 ぼ す お そ れ の あ る ポ ン プ に 直 接 連 結 さ れ

て い な い こ と 。  

(4) 水 圧 、 土 圧 、 そ の 他 の 荷 重 に 対 し て 十 分 な 耐 力 を 有 し 、 か つ 、 水

が 汚 染 さ れ 、 又 は 漏 れ る お そ れ が な い も の で あ る こ と 。  

(5) 凍 結 、 破 損 、 浸 食 等 を 防 止 す る た め の 適 当 な 措 置 が 講 じ ら れ て い

る こ と 。  

(6) 給 水 装 置 以 外 の 井 戸 、 そ の 他 の 供 給 管 と 直 接 連 結 さ れ て い な い こ



と 。  

(7) 水 槽 、 プ ー ル 、 流 し 、 そ の 他 水 を 入 れ 、 又 は 受 け る 器 具 、 施 設 等

に 給 水 す る 給 水 装 置 に あ っ て は 、 水 の 逆 流 を 防 止 す る た め の 適 当 な

措 置 が 講 じ ら れ て い る こ と 。  

２  条 例 第 13条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 企 業 長 が 指 定 す る 材 質 は 、 次 の 各 号

の い ず れ か に 該 当 す る も の と す る 。  

(1) 工 業 標 準 化 法（ 昭 和 24年 法 律 第 185号 ）第 19条 第 １ 項 の 規 定 に よ り

主 務 大 臣 が 指 定 し た 品 目 で あ っ て 、 同 項 に よ り 鉱 工 業 品 又 は そ の 包

装 容 器 若 し く は 送 り 状 に 同 法 第 17条 第 １ 項 に 規 定 す る 日 本 工 業 規 格

に 該 当 す る も の で あ る こ と を 示 す 特 別 な 表 示 を 付 す る こ と の 主 務 大

臣 の 許 可 を 受 け た 工 場 又 は 事 業 場 で 製 造 さ れ た 製 品 で 、 当 該 特 別 な

表 示 が 付 さ れ た も の  

(2) 製 品 が 政 令 第 ５ 条 に 適 合 す る こ と を 認 証 す る 機 関 が そ の 品 質 を 認

証 し た も の  

(3) 製 造 又 は 販 売 業 者 が 自 ら の 責 任 に お い て 、 製 品 の 政 令 第 ５ 条 に 定

め る 構 造 及 び 材 質 の 基 準 へ の 適 合 性 を 証 明 し た も の  

(4) 口 径 40ミ リ メ ー ト ル 以 下 の 給 水 管  

耐 衝 撃 性 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 管  

    二 層 式 ポ リ エ チ レ ン 管 （ 第 １ 種 ）  

(5) 口 径 50ミ リ メ ー ト ル 以 上 の 給 水 管  別 に 定 め る 。  

３  前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 施 行 技 術 そ の 他 の 事 由 に よ り 、 企 業 長 が

や む を 得 な い と 認 め る と き は 、 前 項 に 規 定 す る 材 質 以 外 の 材 料 を 使 用

す る こ と が で き る 。  

４  企 業 長 は 、 指 定 し た 材 質 に つ い て 、 地 質 そ の 他 の 理 由 に よ り そ の 使

用 が 適 当 で な い と 認 め る と き は 、 当 該 材 質 の 使 用 を 制 限 す る こ と が あ

る 。  

５  給 水 管 の 口 径 は 、 そ の 使 途 別 所 要 水 量 及 び 同 時 使 用 率 を 考 慮 し て 適

当 な 大 き さ に 決 め な け れ ば な ら な い 。  

６  条 例 第 13条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 企 業 長 が 指 定 す る 構 造 は 、 公 道 内 に

つ い て は 道 路 管 理 者 の 許 可 要 件 を 満 た し 、 宅 地 内 に お い て は 30セ ン チ

メ ー ト ル 以 上 の 深 さ に 埋 設 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 技 術 上 そ の

他 や む を 得 な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

   第 ３ 章  給 水  

（ メ ー タ ー の 設 置 ）  

第 11条  条 例 第 20条 の 規 定 に よ る メ ー タ ー の 設 置 の 基 準 は 、 １ 建 築 物 に

１ 個 と す る 。 た だ し 、 企 業 長 が 給 水 及 び 建 築 物 の 構 造 上 特 に 必 要 で あ

る と 認 め る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

２  同 一 使 用 者 が 同 一 敷 地 内 に 設 置 す る ２ 以 上 の 建 物 で 給 水 を 受 け る と

き は 、 当 該 ２ 以 上 の 建 物 を １ 建 築 物 と み な す 。  

３  工 事 そ の 他 一 時 使 用 に つ い て は 、 そ の 都 度 定 め る 。  



４  受 水 槽 を 設 け る も の に つ い て は 、受 水 槽 ご と に １ 個 と す る 。た だ し 、

企 業 長 が 使 用 水 量 を 計 量 す る た め 特 に 必 要 と 認 め る と き は 、 受 水 槽 以

下 の 装 置 に 別 に 定 め る 基 準 に よ り メ ー タ ー を 設 置 す る こ と が で き る 。  

５  メ ー タ ー は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に よ り 設 置 す る 。  

(1) 原 則 と し て 建 築 物 の 外 で あ っ て 当 該 建 築 物 の 敷 地 内  

(2) 原 則 と し て 公 道 に 面 し た 最 も 近 い 位 置  

(3) 検 針 及 び 取 替 作 業 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 場 所  

(4) 衛 生 的 で 損 傷 、 凍 結 の お そ れ が な い 場 所  

(5) 水 平 に 設 け る こ と が で き る 場 所  

６  保 管 者 に お い て 、 メ ー タ ー の 位 置 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 あ ら

か じ め 企 業 長 に 申 し 込 み 、 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

７  家 屋 改 築 そ の 他 の た め 、 メ ー タ ー の 点 検 に 支 障 が あ る と き は 、 企 業

団 に お い て メ ー タ ー の 位 置 を 変 更 す る こ と が で き る 。  

８  前 ２ 項 に 規 定 す る 変 更 に 要 し た 費 用 は 、 使 用 者 又 は 所 有 者 が 負 担 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 企 業 長 の 認 定 に よ っ て 、 こ れ を 徴 収 し な

い こ と が あ る 。  

（ メ ー タ ー の 保 管 ）  

第 12条  保 管 者 は 、 メ ー タ ー 又 は 附 属 器 具 を 亡 失 し 、 又 は 毀 損 し た 場 合

は 、 直 ち に 企 業 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

２  条 例 第 21条 第 ３ 項 に 規 定 す る 損 害 の 賠 償 額 は 、 次 に 掲 げ る と お り と

す る 。  

(1) メ ー タ ー を 亡 失 し た と き は 、 届 出 時 の メ ー タ ー 購 入 価 格  

(2) メ ー タ ー を 毀 損 し た と き は 、 届 出 時 の 修 繕 費 用 額 。 た だ し 、 修 繕

が 不 可 能 な と き は 、 届 出 時 の メ ー タ ー 購 入 価 格  

(3) 前 ２ 号 に お い て 、 企 業 団 が メ ー タ ー を 取 り 付 け た と き は 、 そ の 費

用 を 加 え た 額  

（ 給 水 装 置 及 び 水 質 の 検 査 の 請 求 ）  

第 13条  条 例 第 24条 第 １ 項 の 検 査 は 、 企 業 長 が 必 要 が な い と 認 め る 相 当

の 理 由 が あ る と き は 、 そ の 請 求 を 拒 む こ と が で き る 。  

２  条 例 第 24条 第 ２ 項 の 特 別 の 費 用 を 要 し た と き は 、 次 に 掲 げ る と き と

す る 。  

(1) 給 水 装 置 に つ い て は 、 そ の 構 造 、 材 質 若 し く は 機 能 又 は 漏 水 に つ

い て の 通 常 の 検 査 以 外 の 検 査 を 行 う と き 。  

(2) 水 質 に つ い て は 、 色 及 び 濁 り 並 び に 消 毒 の 残 留 効 果 に 関 す る 検 査

等 飲 料 の 適 否 に 関 す る 検 査 以 外 の 検 査 を 行 う と き 。  

   第 ４ 章  料 金 、 使 用 料 、 加 入 金 及 び 負 担 金  

（ 料 金 及 び 使 用 料 ）  

第 14条  条 例 第 26条 第 １ 項 の 料 金 又 は 同 条 第 ２ 項 の 使 用 料 の 計 算 に お い

て 、 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が 生 じ た と き は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て る も

の と す る 。  



２  条 例 別 表 第 ２ 第 ２ 項 の 企 業 長 が 定 め る 額 は 、 2,858円 と す る 。  

３  条 例 第 26条 第 ４項 に規 定 する用 途 の適 用 基 準 は、次 のとおりとする。  

用 途  適 用 基 準  

家 事 専 用  家 事 用 と し て 使 用 す る も の  

家 事 共 同  集 団 住 宅 等 で 親 メ ー タ ー か ら 分 水 給 水 を

受 け 、共 同 に て 家 事 用 と し て 使 用 す る も

の  

家 事 共 用  家 事 専 用 の 給 水 栓 を ２ 戸 以 上 が 共 用 し て

家 事 用 と し て 使 用 す る も の  

営 業 ・ 会 社 ・ 官 公 署 用  営 業 、会 社 、 工 場 又 は 官 公 署 用 に 使 用 す

る も の  

公 衆 浴 場 用  公 衆 浴 場 法 （ 昭 和 23年 法 律 第 139号 ） に

規 定 す る 公 衆 浴 場 に 使 用 す る も の  

工 事 ・ そ の 他 一 時 使 用  工 事 、散 水 そ の 他 臨 時 の 用 に 使 用 す る も

の  

４  １ 月 の 使 用 水 量 が 基 本 料 金 に 係 る 使 用 水 量 の 限 度 に 達 し な い 場 合 で

あ っ て も 、 所 定 の 基 本 料 金 を 徴 収 す る 。  

（ 定 例 日 ）  

第 15条  条 例 第 27条 の 定 例 日 は 、 毎 月 15日 ま で の 間 に 設 け る も の と し 、

各 地 区 の 定 例 日 は 、 別 に 定 め る 。  

（ 使 用 水 量 の 端 数 処 理 ）  

第 16条  条 例 第 28条 （ 第 ４ 項 を 除 く 。 ） の 規 定 に よ る 使 用 水 量 の 計 量 に

おいて、メー ター の指 示 量 に１立 方 メー トル未 満 の端 数 があるときは、

そ の 端 数 を 次 回 の 計 量 に 繰 り 越 す も の と す る 。 た だ し 、 メ ー タ ー の 取

付 け 又 は 取 外 し を し た 月 は 、 こ の 限 り で な い 。  

２  条 例 第 28条 第 ４ 項 の 規 定 に よ る 使 用 水 量 の 計 量 に お い て 、 メ ー タ ー

の 指 示 量 に １ 立 方 メ ー ト ル 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 を 切 り

捨 て る も の と す る 。  

３  条 例 第 28条 第 １ 項 後 段 の 規 定 に よ り 使 用 水 量 を 各 月 均 等 と み な し た

と き に 、 １ 月 当 た り の 使 用 水 量 に １ 立 方 メ ー ト ル 未 満 の 端 数 が 生 じ た

と き は 、 前 月 分 の 端 数 を 切 り 上 げ る も の と す る 。  

（ 定 例 日 以 外 の 日 に メ ー タ ー の 点 検 を 行 っ た と き の 料 金 ）  

第 17条  条 例 第 28条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 定 例 日 以 外 の 日 に 使 用 水 量 を 計

量 し た と き の 料 金 及 び 使 用 料 の 算 定 に つ い て は 、 同 条 第 ４ 項 の 規 定 を

準 用 す る 。  

（ 使 用 水 量 の 認 定 ）  

第 18条  条 例 第 29条 の 規 定 に よ る 使 用 水 量 の 認 定 は 、 次 の 各 号 の い ず れ

か に よ る も の と す る 。  

(1) 前 ３ 月 間 の 使 用 水 量 そ の 他 の 事 情 を 考 慮 し て 認 定 す る 。  



(2) 前 年 度 同 期 の 使 用 水 量 を 考 慮 し て 認 定 す る 。  

（ 給 水 装 置 の 破 損 等 に よ る 場 合 の 消 費 水 量 ）  

第 19条  給 水 装 置 の 破 損 の た め 多 量 に 出 水 し た と 認 め ら れ る 場 合 又 は メ

ー タ ー の 下 流 に あ る 私 設 消 火 栓 を 消 防 の た め に 使 用 し た 場 合 は 、 消 費

水 量 を 査 定 す る 。 た だ し 、 条 例 第 ７ 条 に 規 定 す る 届 出 義 務 又 は 条 例 第

23条 第 １ 項 に 規 定 す る 管 理 義 務 を 怠 っ て い た と き 又 は 故 意 に 毀 損 し た

と き は 、 こ の 限 り で な い 。  

２  配 水 管 又 は 給 水 管 の 工 事 そ の 他 避 け る こ と の で き な い 事 故 の た め 、

給 水 栓 か ら 濁 水 を 放 出 し た と き は 、 メ ー タ ー 指 示 量 か ら 差 し 引 き し な

い 。  

（ 特 別 な 場 合 に お け る 料 金 及 び 使 用 料 の 算 定 ）  

第 20条  条 例 第 30条 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 す る 計 量 期 間 の 中 途 で 給 水 を 開

始 し 、 中 止 し 、 若 し く は 停 止 し 、 又 は 給 水 装 置 を 廃 止 し た と き の 料 金

及 び 使 用 料 は 、 １ 月 分 と し て 算 定 す る 。  

２  条 例 第 30条 第 １ 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 計 量 期 間 の 中 途 で 用 途 に 変 更 が

あ っ た と き の 料 金 は 、 そ の 使 用 日 数 が 多 い 方 の 用 途 に よ り 算 定 す る 。

た だ し 、 使 用 日 数 が 等 し い と き は 変 更 後 の 用 途 に よ る 。  

３  条 例 第 30条 第 １ 項 第 ３ 号 に 規 定 す る 計 量 期 間 の 中 途 で メ ー タ ー の 口

径 に 変 更 が あ っ た と き の 料 金 は 、 そ の 使 用 日 数 が 多 い 方 の 口 径 に よ り

算 定 す る 。 た だ し 、 使 用 日 数 が 等 し い と き は 、 変 更 後 の 口 径 に よ る 。  

（ 給 水 の 中 止 又 は 給 水 装 置 の 廃 止 の 届 出 の な い 場 合 の 料 金 等 ）  

第 21条  条 例 第 33条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、 条 例 第 ７ 条 第 １ 項 第 １ 号 又 は

同 項 第 ２ 号 に 規 定 す る 届 出 が な い と き は 、 水 を 使 用 し な い 場 合 で あ っ

て も 基 本 料 金 及 び 使 用 料 を 徴 収 す る 。  

（ 加 入 金 ）  

第 22条  条 例 別 表 第 ３第 ３項 の企 業 長 が定 める額 は、次 のとおりとする。  

メ ー タ ー の 口 径  金 額  

200ミ リ メ ー ト ル  円  

28,170,000 

250ミ リ メ ー ト ル  48,570,000 

300ミ リ メ ー ト ル  76,770,000 

350ミ リ メ ー ト ル  112,590,000 

400ミ リ メ ー ト ル  157,230,000 

450ミ リ メ ー ト ル  211,290,000 

500ミ リ メ ー ト ル  274,680,000 

２  加 入 金 は 、 工 事 の 申 込 み の 際 、 納 入 通 知 書 に よ り 納 付 し な け れ ば な

ら な い 。  

３  集 合 住 宅 、 住 宅 団 地 、 貸 家 等 賃 貸 の も の に あ っ て は 、 家 主 及 び 借 受

人 が 連 帯 し て 納 付 の 義 務 を 負 う 。  



４  給 水 を 受 け て い る 者 が 使 用 量 の 増 加 に よ り 、 メ ー タ ー 口 径 に 応 ず る

使 用 水 量 限 度 を 超 え て 使 用 す る こ と と な っ た と き は 、 企 業 長 は 使 用 者

等 に 対 し 、 使 用 水 量 に 応 じ た 給 水 装 置 の 改 造 等 適 切 な 処 理 を さ せ 、 条

例 第 36条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 加 入 金 の 差 額 を 納 付 さ せ る こ と が で き

る 。  

５  前 項 の 適 用 に お い て は 、 使 用 水 量 ３ 月 （ 連 続 ） 分 の 平 均 実 績 に よ り

判 定 す る 。  

６  既 設 の 給 水 装 置 を 改 造 す る 場 合 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と

き は 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 の 加 入 金 を 追 加 納 付 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 同 一 の 所 有 者 が 同 一 敷 地 内 で 既 設 給 水 装 置 を 増 径 す る と き は 、 増

径 後 の メ ー タ ー の 口 径 に 係 る 額 と 増 径 前 の メ ー タ ー の 口 径 に 係 る 額

と の 差 額 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 、 廃 止 す る 既 設 給 水

装 置 に つ い て は 、 配 水 管 の 取 付 口 及 び 公 道 に 布 設 し た 給 水 装 置 を 撤

去 し な け れ ば な ら な い 。  

(2) 専 用 給 水 装 置 又 は 共 用 給 水 装 置 を メ ー タ ー ２ 個 以 上 に 分 岐 し よ う

と す る と き は 、 新 設 す る メ ー タ ー の 口 径 に 係 る 額 を 納 付 し な け れ ば

な ら な い 。  

７  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、加 入 金 を 要 し な い 。た だ し 、

メ ー タ ー 口 径 を 増 径 す る と き は 、 差 額 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。  

(1) 同 一 の 所 有 者 が 同 一 敷 地 内 で 既 設 給 水 装 置 を 撤 去 （ 廃 止 ） し 、 新

た に 給 水 装 置 を 新 設 す る と き 。  

(2) 給 水 装 置 の 所 有 者 の 変 更 が あ っ た と き 。  

(3) 既 設 メ ー タ ー の 口 径 を 減 径 す る と き 。 た だ し 、 減 径 後 再 び 減 径 前

の メ ー タ ー 口 径 に 復 す る と き は 、 差 額 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 特 殊 な 場 合 の 加 入 金 ）  

第 23条  特 殊 な 給 水 装 置 を 設 置 す る 場 合 の 加 入 金 に つ い て は 、 前 条 に 規

定 す る 加 入 金 と 均 衡 を 失 し な い よ う そ の 都 度 定 め る 。  

（ 開 発 行 為 の 事 前 協 議 ）  

第 24条  条 例 第 41条 の ２ の 規 定 に よ り 、 配 水 管 の 新 設 若 し く は 布 設 替 又

は そ の 他 の 水 道 施 設 の 新 設 又 は 変 更 の 工 事 を 必 要 と す る 場 合 は 、 当 該

工 事 の 申 込 者 は 、 開 発 の 規 模 、 位 置 、 時 期 等 を 記 し た 申 請 書 又 は 事 前

協 議 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 開 発 負 担 金 の 額 の 決 定 等 ）  

第 25条  企 業 長 は 、 前 条 に 規 定 す る 申 込 み を 受 け 内 容 を 審 査 し 、 事 業 運

営 に 支 障 が な い と 認 め る と き は 、 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 施 設 の 設 置 に 必

要 な 開 発 負 担 金 の 額 を 決 定 し 、工 事 の 申 込 者 か ら 納 付 さ せ る 。た だ し 、

開 発 負 担 金 は 前 納 と し 、 納 入 通 知 書 の 発 行 か ら 30日 以 内 に 納 付 し な け

れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 工 事 の 施 行 を 認 め た と き は 、 必 要 に 応 じ 企 業 長 と

当 該 工 事 の 申 込 者 と の 間 で 協 定 書 を 結 ぶ も の と す る 。  



３  開 発 負 担 金 の 額 は 、 次 に 掲 げ る 費 用 に つ い て 、 設 計 金 額 に 基 づ き 算

出 し た 額 の 合 計 額 と す る 。  

(1) 材 料 費  

(2) 労 力 費  

(3) 道 路 復 旧 費  

(4) 間 接 経 費  

(5) 業 務 諸 費 （ 前 各 号 の 合 計 額 の 20パ ー セ ン ト 以 内 と す る 。 ）  

４  前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 特 別 に 費 用 を 必 要 と す る と き は 、 そ の 費

用 を 加 算 す る 。  

５  工 事 に 相 当 の 変 更 が 生 じ た と き は 、 第 １ 項 で 決 定 し た 開 発 負 担 金 の

額 と の 差 額 を 還 付 し 、 又 は 追 徴 す る も の と す る 。  

６  工 事 の 申 込 者 が 第 １ 項 の 規 定 に よ り 指 定 す る 期 限 ま で に 開 発 負 担 金

を 納 付 し な い と き は 、 前 条 に 規 定 す る 申 込 み を 取 り 消 し た も の と み な

す 。 た だ し 、 企 業 長 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で

な い 。  

７  条 例 第 41条 の ２ 第 １ 項 の 工 事 に お い て 、 企 業 団 が 配 水 管 の 優 先 布 設

工 事 を し た 場 合 、 当 該 工 事 の 申 込 者 及 び 布 設 後 当 該 配 水 管 か ら 分 岐 を

受 け る こ と に よ り 利 益 を 得 る 者 か ら 受 益 の 限 度 に お い て 工 事 負 担 金 を

徴 収 す る こ と が で き る 。  

（ 開 発 行 為 に 伴 う 工 事 の 施 行 及 び 譲 渡 ）  

第 26条  条 例 第 41条 の２第 １項 の工 事 の設 計 及 び施 行 は、企 業 長 が行 う。

た だ し 、 企 業 長 が 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 工 事 の 施 行 に つ

い て 企 業 長 が 指 名 す る 事 業 者 の 中 か ら 工 事 の 申 込 者 が 選 定 し た 者 に よ

り 施 行 す る こ と が で き る 。  

２  前 項 た だ し 書 の 規 定 に よ り 企 業 長 が 認 め る 事 業 者 が 企 業 団 の 監 督 の

も と に 工 事 を 完 成 し 、 工 事 検 査 に 合 格 し た 後 は 、 企 業 団 に 無 償 で 譲 渡

し な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 の 工 事 保 証 期 間 は 、 協 定 書 に 定 め る も

の と す る 。  

３  前 項 の 規 定 に よ り 企 業 団 が 譲 渡 を 受 け る 場 合 に お い て 、 改 良 の 必 要

があるときその他 維 持 管 理 上 特 別 な費 用 を要 すると認 められるときは、

別 途 協 議 の 上 、 そ の 経 費 を 徴 収 す る こ と が で き る 。  

（ 料 金 の 収 納 方 法 ）  

第 27条  条 例 第 43条 の ２ の そ の 他 の 企 業 長 が 定 め る 方 法 は 、 次 に 掲 げ る

方 法 と す る 。  

(1) 訪 問 集 金 に よ る 方 法 （ 企 業 長 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る 場 合 に 限

る 。 ）  

(2) 私 人 へ の 委 託 に よ る 収 納 の 方 法  

(3) そ の 他 企 業 長 が 適 当 と 認 め る 方 法  

（ 料 金 の 納 期 限 ）  



第 28条  料 金 の 納 期 限 は 、 計 量 日 の 属 す る 月 の 翌 月 の 末 日 と す る 。  

（ 料 金 の 督 促 ）  

第 29条  企 業 長 は 、 使 用 者 又 は 管 理 人 が 納 期 限 ま で に 料 金 を 納 付 し な い

と き は 、 次 に 掲 げ る 督 促 手 続 を 行 う 。  

(1) １ 次 督 促 と し て 納 期 限 後 30日 以 内 に 督 促 状 を 発 送 し 、 督 促 に 係 る

納 期 限 （ 以 下 「 督 促 納 期 限 」 と い う 。 ） は 発 送 日 か ら 起 算 し て ７ 日

を 経 過 し た 日 と す る 。 た だ し 、 口 座 振 替 に よ る 督 促 納 期 限 に つ い て

は 、 督 促 納 期 限 後 の 最 初 の 口 座 振 替 日 と す る 。  

(2) ２ 次 督 促 （ 停 水 予 告 を 伴 う 督 促 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と し て 前 号

の 督 促 納 期 限 後 30日 以 内 に 再 び 督 促 状 を 発 送 し 、 ２ 次 督 促 の 督 促 納

期 限 は 発 送 日 か ら 起 算 し て ７ 日 を 経 過 し た 日 と す る 。 た だ し 、 口 座

振 替 に よ る 督 促 納 期 限 に つ い て は 、 ２ 次 督 促 の 督 促 納 期 限 後 の 最 初

の 口 座 振 替 日 と す る 。  

２  前 項 の 督 促 手 続 は 、 普 通 郵 便 に よ る 督 促 状 の 発 送 を も っ て 完 了 し た

も の と す る 。  

（ 料 金 等 の 減 免 ）  

第 30条  条 例 第 44条 の 公 益 上 そ の 他 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、

次 に 掲 げ る と き と す る 。  

(1) 水 道 料 金 が 不 可 抗 力 に よ る 漏 水 に 起 因 す る と き 。  

(2) そ の 他 企 業 長 が 公 益 上 特 別 の 理 由 が あ る と 認 め る と き 。  

２  条 例 第 44条 の 規 定 に よ る 減 額 又 は 免 除 を 受 け よ う と す る 者 は 、 そ の

理 由 等 を 記 し た 申 請 書 を 企 業 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。                        

（ 料 金 等 の 領 収 ）  

第 31条  料 金 等 に 関 す る 領 収 書 は 、 企 業 出 納 員 、 現 金 取 扱 員 、 出 納 取 扱

金 融 機 関 、 収 納 取 扱 金 融 機 関 、 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 27年 法 律 第 292

号 ） 第 33条 の ２ の 規 定 に よ り 阪 南 水 道 事 業 に 係 る 料 金 等 の 徴 収 又 は 収

納 の 事 務 を 受 託 し て い る 者 の 領 収 印 が あ る も の に 限 り 有 効 と す る 。  

   第 ５ 章  貯 水 槽 水 道  

（ 簡 易 専 用 水 道 以 外 の 貯 水 槽 水 道 の 管 理 及 び 自 主 検 査 ）  

第 32条  条 例 第 46条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 簡 易 専 用 水 道 以 外 の 貯 水 槽 水 道

の 管 理 及 び そ の 管 理 の 状 況 に 関 す る 検 査 は 、 次 に 定 め る と こ ろ に よ る

も の と す る 。  

(1) 次 に 掲 げ る 管 理 基 準 に 従 い 、 管 理 す る こ と 。  

ア  水 槽 の 掃 除 を １ 年 以 内 ご と に １ 回 、 定 期 に 行 う こ と 。  

イ  水 槽 の 点 検 そ の 他 有 害 物 、 汚 水 等 に よ っ て 水 が 汚 染 さ れ る の を

防 止 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る こ と 。  

ウ  給 水 栓 に お け る 水 の 色 、 濁 り 、 臭 い 、 味 そ の 他 の 状 態 に よ り 供

給 す る 水 に 異 常 を 認 め た と き は 、 水 質 基 準 に 関 す る 省 令 （ 平 成 15

年 厚 生 労 働 省 令 第 101号 ）の 表 の 上 覧 に 掲 げ る 事 項 の う ち 必 要 な も

の に つ い て 検 査 を 行 う こ と 。  



エ  供 給 す る 水 が 人 の 健 康 を 害 す る お そ れ が あ る こ と を 知 っ た と き

は 、 直 ち に 給 水 を 停 止 し 、 か つ 、 そ の 水 を 使 用 す る こ と が 危 険 で

あ る 旨 を 関 係 者 に 周 知 さ せ る 措 置 を 講 ず る こ と 。  

 (2) 前 号 の 管 理 に 関 し 、 １ 年 以 内 ご と に １ 回 、 定 期 に 給 水 栓 に お け る

水 の 色 、 濁 り 、 臭 い 及 び 味 に 関 す る 検 査 並 び に 残 留 塩 素 の 有 無 に 関

す る 水 質 の 検 査 を 行 う こ と 。  

   第 ６ 章  雑 則  

（ 委 任 ）  

第 33条  こ の 規 程 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 規 程 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事

項 は 、 企 業 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 規 程 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 阪 南 市 と の 水 道 事 業 の 統 合 に 伴 う 経 過 措 置 ）  

２  こ の 規 程 の 施 行 の 日 前 に 、 大 阪 広 域 水 道 企 業 団 へ の 水 道 事 業 統 合 に

伴 う 関 係 規 則 の 整 理 に 関 す る 規 則 （ 平 成 31年 阪 南 市 規 則 第 １ 号 ） 第 ４

条 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 阪 南 市 水 道 事 業 給 水 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 10年

阪 南 市 水 道 事 業 規 則 第 20号 ）そ の 他 の 水 道 事 業 に 関 す る 規 程（ 以 下「 市

規 程 等 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り な さ れ た 申 込 み 、 手 続 そ の 他 の 行 為

は 、 こ の 規 程 中 に こ れ に 相 当 す る 規 定 が あ る 場 合 に は 、 当 該 規 定 に よ

り な さ れ た も の と み な す 。  

 


